54：1203 急性期脳梗塞の rtPA 静注を担当し，緊急脳血管内血行再建 術(emergency neuroendovascular revascularization; ENER) 1) 2) の窓口となることが多い神経内科医 3) には，ENER に関する 知識の修得が求められる．さらに ENER 実施医まで志す者に は脳血管内治療の専門医の取得が望まれる．本稿では神経内 科医による脳血管内治療の研修方式を概説するとともに，研 修時に必要となる事項を提唱する． 著者らは急性期脳梗塞の閉塞血管を再開通し神経症候の改 善をめざす脳血管内治療を ENER と総称し積極的に実践して きた 1) 2) ．本邦でも 2010 年から機械的血栓回収機器が，2014 年からは stent-retriever が導入され，ENER の中でも血栓除 去術 4) ～ 6) の「手技の均霑化」が現実のものとなった．それに ともない，休日・深夜を問わず迅速性が最優先 7) され脳血管 内治療の特殊領域といえる ENER においては，幅広い人材か らその実施医を育成することが急務となっている．実際， 2014 年の第 55 回日本神経学会学術大会と第 30 回日本脳神経 血管内治療学会学術総会では関連シンポジウムが企画されて いる． 他方，ENER 実施医を志す神経内科医の研修方式は確立さ れておらず，各医師が個別に研修しているのが現状である． そこで脳血管内治療の研修方式を，筆頭著者の経験と当科ス 54：1206 Abstract

